石狩市公立小中学校事務職員第１回学校間連携会議報告
２００９年５月８日　１５：００～

於：市役所２Ｆ２０２会議室　出席者２０名
１　議長挨拶

２　経過報告

４月９日１５：００～

第１回役員会

於：市庁舎４０１会議室
３　０９年度役員体制の確認～別紙１のとおり確認された。
４　０９年度の具体的取り組みについて～別紙２の通り確認された。

５　連絡事項

①第２回連携会議の日程については、市事協事務局と調整のうえ決定する。
別紙１

０９年度連携会議役員体制

議長


高　橋　純　一

花川中

事務局長


常　陸　敏　男

樽川中

事務局次長

塚　原　弘　士

生振小

事務局員（研究）

滝　本　博　宣

花川小

事務局員（学校財政）
小　島　芳　郎

花川南小

事務局員（調査研究）
小　野　正　貴

石狩小

※上記の他石狩市公立小中学校事務職員協議会三役（会長・事務局長、会計）をもって役員会を構成する。
別紙２

０９年度の具体的取り組みについて

1． 連絡体制の確立

（1） 会議日程等の連絡方法について

①会議日程等連絡及び各学校←→事務局間の文書については基本的に電子メールを利用します。今年度新たに学校以外のアドレスに送信希望の方は事務局までご連絡ください（様式任意）。なお、本日以降の連絡は原則電子メールとするので、１日一度は着信を確認するようお願いします。（初めのうちはなるべくFAXの併用するようにします。）
（2） Yahooブリーフケースの活用について

①会議案内や会議資料についてはブリーフケースを活用するので、ブリーフケースの利用方法について再度確認してください。利用方法がわからない方は、事務局で簡単なマニュアルを用意します。

②連携会議のブリーフケースのＩＤ～ishikarirenkei
パスワード～******

③上記のＩＤとパスワードでログインすると、Yahooメールも利用できます。

④ブリーフケース管理者は事務局次長とします。

２．石狩市教育財政・学校事務白書の作成

（１）石狩市及び市内小中学校の教育費の実態調査と分析を行い、課題設定を行います。また、課題解決のための交流、論議を経て白書の作成に結びつけます。調査内容については、現時点で以下の内容等を想定しています。



①学校徴収金実態調査（ＰＴＡ会費、いわゆる教材費等）



②校内配分予算・決算状況調査



③市・市教委の補助事業等調査（ボランティア助成金、総合学習補助金　他）



④その他関連する調査

（２）市内小中学校の学校事務運営の状況把握と交流を行い、学校事務の改善に向けた議論をすすめて白書の作成に結びつけます。交流内容については現時点で以下の内容を想定しています。



①運営計画と校務分掌の交流（二本立て運営計画の状況、分掌業務の比較交流）
②個別業務実態の交流（行事の際の役割分担、ＰＴＡ業務、時間外勤務の実態など）

（３）白書作成過程と予算要望のリンク



教育費実態調査の作成過程で保護者負担の実態を明らかにして、予算要望に結びつけます。具体的内容については連携事務局が原案を作成し財政部会の論議を経て決定します。
３．個人実践の還流

（１）日常の領域実践の交流



財政財務活動・教育情報活動に関わる日常実践について、定型書式を利用して交流します。

（２）実務実践の交流


給与・旅費等法令条例に関わる日常業務のとりくみ交流についてはブリーフケースの活用について検討します。
※「学校環境」のとりくみに関わっては、これまで市事協の成果を踏まえすすめます。
４．石狩市教育財政・学校事務に関する提言の作成

（１）「提言」と予算要望のリンク


「提言」は「教育財政・学校事務白書」の成果をもとに課題設定を行い、学校内外に向け発信するものとします。
５．各グループの主な活動


　第２回連携会議時に、各グループ会議を開き、活動内容について検討し連携全体会に提案することとします。なお、基本的考え方は下記のとおりです。

（１）研究部




①石事協・石教研・石教振の依頼業務処理及び諸会議出席と報告

②レポート作成は連携事務局の所管ですが、適宜研究部の議論を経て作成するものとします。（具体的提案は連携事務局が行います。）
③連携事務局の依頼業務（現在のところは予定無し）


（２）財政部




①予算要望委員会代表出席（必要に応じて連携事務局長も出席）

②予算要望資料の作成は連携事務局の所管ですが、適宜財政部の論議を経て作成するものとします。（具体的提案は連携事務局が行います。）
③連携事務局の依頼業務（現在のところは予定無し）


（３）調査研究部



①視察研修・出前講座の計画策定



②連携事務局の依頼業務（現在のところは予定無し）
※　市事協第１回定例会において、品田会長より「各部の計画については市事協の独自性を尊重して市事協各部として立案することが必要ではないか」という趣旨の意見が出されました。このことについては、その場でも若干の論議を行いましたが、下記の通り確認したいと考えます。
　　　学校関連携の活動は、市事協としての対外的な業務をのぞいては、内容的に市事協と一体化するとのこれまでの論議を踏まえ、連携会議として計画化することとします。なお、対外的な報告書等への記載に当たっては、連携会議の活動をもって市事協の活動と読みとれるような記述にしてもよいこととします。例：「石狩市事務職員協議会では学校間連携にとりくみ、白書の作成を行います。」






